
☑

☑

☐

☐ 環境
☑

☑

☑

☑

☑

＜パートナーシップ＞

☑

☑

☐

☐

☑

☑

☑

☑

☐

・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その
理由等も記載してください。

環境 令和5年7月熊本市消防局と消防団協力事務所
として協定締結を行った。また人吉豪雨災害時に
は作業員と重機を提供し復旧応援を行った。

緊急時体制表を作成
し、全社員に共有化を
計る。

緊急時体制表を作成
し全社員に周知し、事
務所に掲示した。

社会

経済

環境 インターンシップ参加者を地元工業高校に打診し
たが、コロナ禍で実施できなかったが2023年
12月に地元高校生2名の参加者があり実施し
た。

毎年3人以上
2023年12月2名で
実施した。

社会

経済

環境 定期的に社外講師を招き安全研修を実施した。
新規入場者は、その都度新規入場者教育を実施
した。
事故事例を研修に取り入れ安全作業に徹底を
図った。

工事災害”０”
工事災害”０”を達成
できた。

社会

経済

＜SDGsに関するこれまでの重点的な取組み及び指標に係る進捗状況＞
三側面

取組みの状況 前期の指標 実績
（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の
分野に該当する場合は、それぞれの分野にチェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、更新時までの数値目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

工事発注者と連携し、新技術やICT導入を積極的に取り入れ、安全性と高品質な工事完成を目指すとと
もに、全社員一人ひとりの健康と安全を第一に取り組んで行きます。

環境 CO2排出量削減のため、電気使用量、燃料使用量、産業
廃棄物量等を把握し削減に向けた取り組みを行う。エコア
クション２１（認証番号0014221）手法用いて実践する。

2026年度ＣＯ２排出量３%削減
（2023年度比）

社会

経済

若手人材確保のため、地元工業高校へインターンシップ参
加者を募る。

毎年1回以上インターンシップ開催社会

経済

環境

発注元と協議し、再生骨材を積極的に使用する。
路盤材の再生材使用率
2023年度１００％→2026年度
100％

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時に向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名 有限会社　拡藤建設

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

有限会社　拡藤建設は、「安全十訓」「衛生十訓」を定め、社員の健康と安全を第一に、社会インフラとして
の土木設備構築の提供を通じ、社会に貢献することを目指しています。併せて、これから予測される資源
の枯渇や温暖化等の地球環境変化への負荷軽減を図るため、行動指針を定めて積極的に会社一丸と
なって環境保全に取り組みます。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

更新


